
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

千円)

予 算 要 求 資 料

令和６年度当初予算 支出科目　款：衛生費　項：公衆衛生費　目：生活衛生指導費

0 3,0460 0

0

一　般
財　源

3,046

ミルクボランティア育成事業費

(前年度予算額： 3,0463,046１ 事 業 費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名

3,046

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

3,046

寄附金

健康福祉部　生活衛生課　乳肉・動物指導係 電話番号：058-272-1111(内3413)

E-mail：c11222@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

3,046

（１）要求の趣旨（現状と課題）
　令和４年度に岐阜県内の保健所（岐阜市保健所を除く）で収容した犬猫１，６０７頭の
うち５３１頭が殺処分されている。そのうち４９４頭が猫であり、その多くを離乳前の子
猫が占めている。令和２年度に策定した岐阜県動物愛護管理推進計画の目標である家庭で
飼養できる犬猫の殺処分数５０％削減を継続的に達成するためには、離乳前の子猫の譲渡
を推進することが必要である。

0

0 3,046

　〇ミルクボランティアの育成（研修会の開催、登録事務）
  〇ミルクボランティアへの支援（子猫育成のための物品支給及び貸与、動物病院へ
    の受診費用負担）



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

3,046

事業内容の詳細

飼養環境調査、業務打合せ

餌代、ボランティア支給・貸与物品、動物用医薬品、事務用品

郵送料、電話料

幼齢動物診療委託

健康管理簿の印刷製本、保険

事業内容

旅費

需用費

合計

19

決定額の考え方
　

　動物の愛護及び管理に関する法律に基づき、「岐阜県動物愛護管理推進計画」を策定
し、収容した犬猫の譲渡の推進及び殺処分数の削減を位置づけている。

役務費

委託料

　他県においても、動物の愛護及び管理に関する法律に基づいた業務を行っており、各県
ごとに動物愛護管理推進計画を策定している。
　ミルクボランティア制度を導入している自治体は令和５年４月現在で、１都２１県。

800

49

（２）国・他県の状況

その他

３ 事業費の積算 内訳

金額

20

2,158

　動物の愛護及び管理に関する法律に規定されている県の責務を実施するため、県負担は
妥当である。

　無



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R4年度
(R ) 実績

- 36人

56% 72%

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
２
年
度

（これまでの取組内容と成果）

・取組内容と成果を記載してください。

令
和
３
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

　令和４年度中に３６人のミルクボランティアを育成することができ、ミルクボ
ランティアに預託した離乳前の子猫３４頭を譲渡することができた。
　また、本事業を通じた離乳前の子猫の譲渡及び譲渡ボランティアによる譲渡に
より、保健所に収容した子猫の譲渡率が７２％となった。

指標① 目標：40人 実績：36人 達成率：90％
指標② 目標：70％ 実績：72％ 達成率：102％

103%

①ミルクボラン
ティア育成人数 40人 40人 40人 90%

指標名
R5年度 R6年度 終期目標

②子猫の譲渡率
60% 65%

目標 目標 (R6) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　本事業により、令和６年までにミルクボランティアを４０人育成することを目標と
します。
　また、本事業を通じて離乳前の子猫の譲渡を推進することにより、令和６年度まで
に、保健所に収容した子猫の譲渡率７０％以上にすることを目標とします。

70%



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　令和２年度に改定した岐阜県動物愛護管理推進計画における令和１２年度に向けた
新たな目標の達成に向けて、子猫の譲渡推進のために継続して実施する必要がありま
す。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 　先行実施している他自治体の状況によると、本事業により猫の譲渡率が高
い水準となっており、成果があると考えられます。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

（今後の課題）

　ミルクボランティアを育成するため、県ホームページやＳＮＳ等を活用して、事業
の周知を図ることが必要です。

(評価) 　現在、猫の殺処分数の多くを離乳前の子猫が占めており、離乳前の子猫の
譲渡推進が求められています。

３

２ 事業の評価と課題

(評価) 　登録保健所以外でも子猫を受け取れるようにしたことで、ミルクボラン
ティアが活動しやすくなりました。ミルクボランティア数が増加しました。
（Ｒ４:１６人→Ｒ５：２４人）２


